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2

主
催
者
挨
拶
　
　
　
一
般
社
団
法
人
全
国
農
協
観
光
協
会
　
代
表
理
事
会
長
　
櫻
井 

宏

　
第
３
回
民
俗
芸
能
N
o
w
！ 

i
n 

東
北
　

民
俗
芸
能
が
つ
な
ぐ
「
絆
」
～
震
災
か
ら
10

年
、
更
な
る
未
来
を
み
つ
め
て
～
の
開
催
に

あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大

震
災
の
発
災
か
ら
10
年
を
迎
え
、
国
が
位
置

付
け
た
第
１
期
復
興
・
創
生
期
間
が
終
了

し
、
こ
の
間
、
多
く
の
被
災
地
に
お
い
て
、

イ
ン
フ
ラ
等
の
ハ
ー
ド
面
の
復
興
が
整
い
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
本
年
４
月
か
ら
の
第
２
期

復
興
・
創
生
期
間
に
お
い
て
も
、
多
く
の
課

題
と
向
き
合
い
な
が
ら
前
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
復
興
支
援
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
き
た
本
会
は
、
農
山
漁
村
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
『
地
域
づ
く
り
』
支
援
を
事
業

の
中
軸
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
被

災
地
が
抱
え
て
い
る
ソ
フ
ト
面
の
復
興
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
震
災
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県

の
民
俗
芸
能
保
存
会
を
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
今
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
『
マ
ル

ホ
ン
ま
き
あ
ー
と
テ
ラ
ス
（
宮
城
県
石
巻

市
）』
に
招
き
、
芸
能
公
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
【
第
３
回
民
俗
芸
能

Ｎ
ｏ
ｗ
! 

i
n 

東
北
　
民
俗
芸
能
が
つ
な

ぐ
「
絆
」
～
震
災
か
ら
10
年
、
更
な
る
未
来

を
み
つ
め
て
～
】
を
開
催
致
し
ま
す
。

　
民
俗
芸
能
は
、
地
域
の
歴
史
や
風
土
の
中

で
生
ま
れ
、
地
域
の
人
々
と
密
着
し
育
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
震
災
か
ら
10
年
と
い
う
節
目

に
、
本
会
は
、
あ
ら
た
め
て
全
国
の
農
山
漁

村
地
域
住
民
自
ら
が
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
住
民
の
「
絆
」
意
識
の
醸
成
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
づ
く
り
の
促
進
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
新
し
い
生
活
様
式
に

即
し
た
公
演
の
模
様
を
国
内
外
に
ネ
ッ
ト
配

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
公
演
の
目
的
を
広

く
共
有
し
、
紹
介
す
る
３
県
を
は
じ
め
東
北

地
方
へ
の
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
創
出
・

拡
大
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
民
俗
芸
能
N
o
w
!
」
が
第
３

回
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
も
、
ひ
と

え
に
ご
来
場
の
皆
様
と
全
国
の
民
俗
芸
能
関

係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
会
は
今
後
も
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
都
市
住
民
の
皆
様

に
、
様
々
な
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

農
山
村
地
域
に
寄
り
添
い
、
都
市
と
農
村
の

交
流
人
口
づ
く
り
や
観
光
振
興
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
回
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

宮
城
県
石
巻
市
な
ら
び
に
雄
勝
町
伊
達
の
黒

船
太
鼓
保
存
会
・
鵜
住
居
虎
舞
保
存
会
・
請

戸
保
存
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
、

さ
ら
に
関
係
団
体
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
、
開
催
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

一般社団法人　全国農協観光協会
代表理事会長　櫻井　宏

民俗芸能がつなぐ「絆」
～震災から１０年、更なる未来をみつめて～

公演内容

開催方法・定員

■13：00

■13：00～

■13：05～

■13：10～

■15：10～　

■15：20～

■16：00

開演

主催者挨拶

来賓挨拶

第１部

出演３保存会の市町村紹介、
民俗芸能披露

岩手県釜石市
「鵜住居虎舞」

福島県双葉郡浪江町

「請戸の田植踊」
宮城県石巻市雄勝町

「雄勝町伊達の黒船太鼓」

休憩

第2部

パネルディスカッション

民俗芸能がつなぐ「絆」
～震災から10年、更なる未来をみつめて～

鵜住居青年会  会長  小原正人
請戸芸能保存会  舛倉美咲
雄勝町伊達の黒船太鼓保存会  事務局長  四倉由公彦

モデレーター：
縦糸横糸合同会社  代表  小岩秀太郎
岩手県一関市出身。郷土芸能「鹿踊」継承者。全
日本郷土芸能協会理事の傍ら、脈々と伝わる“地域
文化”を新分野や次代と繋ぎ合わせる縦糸横糸合同
会社を、東日本大震災を契機に設立。

閉演

会場・後日オンライン配信

●会場開催：満員３００名のうち新型コロナウイルス対策として１/２以下、
定員１2０名

●オンライン開催：イベントの模様を後日動画配信
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本
日
、
一
般
社
団
法
人
全
国
農
協
観
光
協

会
に
よ
る
「
第
３
回
民
俗
芸
能
N
o
w
！ 

i
n 

東
北
　
民
俗
芸
能
が
つ
な
ぐ
「
絆
」

～
震
災
か
ら
10
年
、
更
な
る
未
来
を
み
つ
め

て
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
全
国
農
協
観
光
協
会
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、「
農
村
と
都
市
で
暮
ら

す
人
を
笑
顔
に
す
る
」
こ
と
を
目
指
し
、
農

山
漁
村
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
振
興
・
活

性
化
、
お
よ
び
観
光
の
振
興
と
促
進
を
行

い
、
国
民
が
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
全
国
各
地
で
様
々
な
事
業
を

展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
深
甚
な

る
敬
意
を
表
す
次
第
で
す
。

　
今
回
で
第
３
回
目
と
な
る
「
民
俗
芸
能

N
o
w
!
」
で
は
、
岩
手
・
福
島
・
宮
城
の

３
県
で
活
動
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
団
体
に

よ
る
公
演
と
、「
震
災
か
ら
10
年
、
更
な
る

未
来
を
見
つ
め
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
宮
城
県
か
ら
は
、
石
巻
市
の
雄
勝
地
区

で
長
年
活
動
を
続
け
て
い
る
雄
勝
町
伊
達

の
黒
船
太
鼓
が
出
演
さ
れ
ま
す
。
当
団
体

は
、
石
巻
市
に
合
併
す
る
以
前
の
雄
勝
町
が

１
９
９
１
年
に
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

と
し
て
発
足
さ
れ
た
創
作
和
太
鼓
団
体
で
、

石
巻
市
内
の
様
々
な
行
事
で
演
奏
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
特
に
「
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ

ウ
テ
ィ
ス
タ
号
」
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
を
目
指

し
た
支
倉
常
長
一
行
の
苦
難
と
達
成
の
歓

喜
を
表
現
し
た
演
目
が
代
表
的
で
、
地
元

を
テ
ー
マ
に
し
た
曲
を
多
く
演
奏
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
の
会
場
と
な
る
マ
ル
ホ
ン
ま

き
あ
ー
と
テ
ラ
ス
は
、
被
災
し
た
石
巻
文
化

セ
ン
タ
ー
と
石
巻
市
民
会
館
の
後
継
と
な
る

複
合
文
化
施
設
と
し
て
、
全
国
の
皆
様
か
ら

多
大
な
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
今
年
４
月
に

開
館
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
の
ひ
と
つ
で
あ
る
本
会
場
で
行
わ
れ
る
３

県
の
民
俗
芸
能
の
公
演
は
大
変
意
義
深
く
、

そ
し
て
、
公
演
を
通
じ
て
、
新
た
な
交
流
が

生
ま
れ
、
広
ま
り
、
新
し
い
絆
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
貴
団
体
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展

と
本
日
の
公
演
の
御
盛
会
を
祈
念
申
し
上

げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

祝
　
　
辞

石巻市長
齋藤　正美
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鵜う
の

住す
ま

居い

岩
手
県
釜
石
市

岩 手 県

釜石市　
釜
石
市
は
岩
手
県
の
南
東
部
、
三
陸
復
興

国
立
公
園
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
半
島
部

と
入
り
江
が
織
り
な
す
リ
ア
ス
海
岸
の
優
美

な
景
観
で
知
ら
れ
ま
す
。
ウ
ニ
、
ホ
タ
テ
な

ど
季
節
の
新
鮮
な
海
の
幸
の
ほ
か
、
山
菜
や

甲
子
柿
な
ど
山
の
幸
も
豊
富
で
す
。

　
海
洋
の
影
響
と
地
理
的
条
件
か
ら
、
四
季

を
通
じ
て
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

豊
か
な
自
然
の
も
と
で
農
林
漁
業
を
中
心
と

し
た
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
き
た
一
方
、
江
戸

時
代
末
期
に
日
本
で
初
め
て
洋
式
高
炉
に
よ

る
鉄
の
連
続
出し

ゅ
っ

銑せ
ん

に
成
功
。
以
来
、
製
鉄
業

が
発
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
技
術
開
発
な
ど

に
よ
り
水
産
業
も
盛
ん
と
な
り
、
東
北
有
数

の
産
業
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

釜
石
市
の
歴
史

　
昭
和
12
年
に
市
制
施
行
、
昭
和
30
年
に
は

周
辺
の
甲
子
村
、
鵜
住
居
村
、
栗
橋
村
及
び

唐
丹
村
の
４
村
と
合
併
し
、
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
繁
栄
の
歴
史
の
陰
で
は
、
凶
作
や
飢
饉
に

は
じ
ま
り
、
地
震
、
津
波
や
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
、
更
に
は
戦
災
な
ど
に
よ
り
大
き
な

被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
不

撓
不
屈
の
精
神
と
多
様
な
人
材
の
受
容
で
乗

り
越
え
、
ま
ち
を
再
生
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
受
け
た
被
害
は
、
死
亡
者
、

行
方
不
明
者
併
せ
て
1
，0
6
4
人
（
関
連
死

認
定
者
数
1
0
6
人
含
む
）〈
令
和
３
年
１
月

１
日
現
在
〉、
家
屋
被
害
4
，7
0
4
戸
と
甚

大
な
も
の
で
し
た
が
、
国
内
外
か
ら
の
様
々

な
支
援
・
協
力
の
も
と
復
興
を
進
め
、
市
民
・

企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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パネリストプロフィール

　鵜
住
居
虎
舞
は
、
太だ

い

神か
ぐ
ら楽
（
獅
子
舞
の
一

種
）
の
拍
子
を
取
り
入
れ
た
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
趣
を
持
ち
、
虎
頭
を
使
っ
た
踊
り
は
優

雅
な
舞
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
雌
虎
」
と
称
さ

れ
て
お
り 

、
手
踊
り
が
数
多
く
伝
承
さ
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。
地
元
の
鵜
住
神
社
に

奉
納
す
る
舞
で
あ
り
、
鵜
住
神
社
例
大
祭
に

は
御
神
輿
の
お
供
役
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。　昭

和
初
期
に
銅
版
が
巻
い
て
あ
る
横
笛
が

発
見
さ
れ
、
そ
の
笛
に
は
「
己み

之の

松ま
つ

」
の
銘

が
刻
ま
れ
て
お
り
、
言
い
伝
え
な
ど
に
よ
り

江
戸
時
代
末
期
の
物
と
推
測
さ
れ
、
江
戸
時

代
中
期
頃
に
岩
手
県
上
閉
伊
郡
よ
り
伝
わ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
存
す
る
太

鼓
に
は
「
明
治
11
年
」
の
号
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
26
年
頃
ま
で
は
「
鵜
住
居
若
者 

會
」
が
継
承
し
、
そ
の
後
「
鵜
住
居
青
年
会
」

が
保
存
継
承
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　鵜
住
居
青
年
会
の
小
原
正
人
代
表
は
「
よ

う
や
く
震
災
前
の
よ
う
に
町
内
の
家
々
を
一

軒
一
軒
回
っ
て
虎
舞
を
舞
う
『
門
打
ち
』
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
課
題

芸
能
の
由
来

震
災
と
今
後
の
活
動

①
通
り
囃
子

お
祭
り
の
際
に
、
神
社
仏
閣
な
ど
に
お
参

り
す
る
際
に
囃
さ
れ
る
。
演
目
の
始
ま
り

と
終
わ
り
に
囃
さ
れ
る
。

②
矢
車（
遊
び
虎
）

虎
頭
を
使
っ
た
舞
。
端
午
の
節
句
の
鯉
の

ぼ
り
の
上
で
元
気
よ
く
回
る
矢
車
に
太

鼓
の
バ
チ
さ
ば
き
が
似
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
名
づ
け
ら
れ
た
。
別
名
を
遊
び
虎
と
称

し
、
春
麗
ら
か
な
日
差
し
を
浴
び
て
無
心

に
遊
び
戯
れ
て
い
る
虎
の
ゆ
っ
た
り
と
し

た
優
雅
な
表
情
を
踊
り
に
し
た
も
の
。

③
跳
ね
虎

遊
び
戯
れ
て
い
た
虎
も
季
節
が
変
わ
り
、

秋
に
な
る
と
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
猟マ

タ

師ギ

に
追
わ
れ
、
つ
い
に
傷
つ
き
荒
れ
狂
う

様
を
踊
り
に
し
た
も
の
。

④
笹
喰
み

虎
の
武
器
で
あ
る
牙
を
、
硬
い
竹
で
磨
く

様
子
を
踊
り
に
し
た
も
の
。

⑤
手
踊
り

手
さ
ば
き
、
足
さ
ば
き
が
美
し
く
余
興
に

踊
ら
れ
る
。

⑥
甚
句

昔
な
が
ら
の
素
朴
で
縁
起
の
良
い
め
で
た
い

手
踊
り
。
踊
り
の
最
後
に
必
ず
踊
ら
れ
る
。

演
目
に
つ
い
て

岩手県釜石市鵜住居町出身。虎舞は小
学3年生から始め、2018年から会長。
伝統芸能の伝承だけでなく、虎舞を通じて
生まれた人との繋がりを次の世代へと繋げ
ていきたい。

小
お

原
ばら

正
まさ

人
と

／鵜住居青年会 会長

鵜う
の

住す
ま

居い

虎と
ら

舞ま
い

は
、
い
か
に
後
継
者
を
育
て
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
。
練
習
を
通
じ
て
舞
の
意
味
や
祭
り

の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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請う
け

戸ど

福
島
県
浪
江
町

　
浪
江
町
は
、
福
島
県
の
浜
通
り
の
中
央
に

位
置
し
、
東
は
太
平
洋
に
面
し
、
西
は
阿
武

隈
山
地
を
は
じ
め
と
し
た
山
々
に
囲
ま
れ
、

請
戸
川
、
高
瀬
川
な
ど
水
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
町
の
総
面
積
は
、
2
2
3
.1
4
㎢
で
町
は

東
西
に
延
び
、
山
・
川
・
海
と
変
化
に
富
む

地
形
が
特
徴
で
、
生
活
空
間
は
市
街
地
、
農

村
地
域
が
広
が
る
里
山
、
漁
業
が
盛
ん
な
沿

岸
部
な
ど
、
多
様
な
風
土
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　
明
治
22
年
（
1
8
8
9
年
）
に
町
村
制
施

行
に
よ
り
誕
生
し
た
浪
江
村
は
、
明
治
33
年

に
浪
江
町
と
な
り
、
昭
和
28
年
10
月
に
請
戸

村
・
幾
世
橋
村
と
合
併
、
次
い
で
昭
和
31
年

5
月
に
大
堀
村
・
苅
野
村
・
津
島
村
と
合
併

し
て
、
現
在
の
浪
江
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
福
島
県
沖
は
、
黒
潮
と
親
潮
が
ぶ
つ
か
る

「
潮
目
の
海
」
で
あ
り
、
こ
の
海
域
で
捕
れ
る

魚
は
、
肉
厚
で
身
の
質
も
良
い
こ
と
か
ら
「
常

磐
も
の
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
請
戸
地
区
に
位
置
す
る
請
戸
漁
港
で
は
、

震
災
前
コ
ウ
ナ
ゴ
、
シ
ラ
ス
漁
が
盛
ん
で
、

し
ら
す
干
し
や
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
な
ど
の
加

工
品
と
し
て
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

　
津
波
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
漁
船
が
流
失
し
、

漁
港
も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、 

そ
の
後
漁
港
の
復
旧
が
進
み
令
和
２
年
４
月

８
日
、
請
戸
漁
港
で
セ
リ
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
。

福 島 県

浪
江
町
の
歴
史

浪江町
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　苕苕
野
神
社
は
安
波
さ
ま
と
呼
ば
れ
、
海
上

安
全
、
豊
漁
、
豊
作
も
授
け
て
く
れ
る
神
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
こ
の
地
方

は
大
凶
作
に
見
舞
わ
れ
て
、
村
民
が
神
社
に

集
ま
り
豊
穣
を
祈
願
し
て
田
植
踊
を
奉
納
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
年
は
豊
作
に
恵
ま
れ
た
こ

と
か
ら
、
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　請
戸
の
田
植
踊
は
、
福
島
県
浪
江
町
請
戸

漁
港
近
く
に
、
1
3
0
0
年
前
か
ら
鎮
座
す

る
苕苕く

さ
く
さ

野の

神
社
の
安あ

ん

波ば

祭
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　安
波
祭
は
毎
年
2
月
第
3
日
曜
日
に
豊
作

と
海
上
安
全
、
豊
漁
を
祈
っ
て
請
戸
小
学
校

の
4
・
5
・
6
年
生
の
女
子
児
童
で
継
承
し

て
き
ま
し
た
が
、
10
年
前
の
東
日
本
大
震
災

の
津
波
で
苕苕
野
神
社
、
踊
り
の
衣
装
、
道
具

の
全
て
流
失
、
さ
ら
に
福
島
原
発
の
事
故
に

よ
っ
て
町
民
は
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
が
「
江
戸
時
代
末
期
か
ら
続
く
田
植
踊
だ

け
は
終
わ
り
に
し
た
く
な
い
」
と
、
震
災
前

の
2
月
に
踊
っ
た
子
ど
も
達
を
集
め
復
興
し

継
い
で
い
ま
す
。

伝
来
、
歴
史
、
祭
り
の
特
徴

　田
植
踊
は
祭
典
後
、
社
殿
前
で
奉
納
。
こ

の
あ
と
、
村
ま
わ
り
が
始
ま
り
ま
す
。
新
築

や
商
売
繁
盛
、
踊
り
手
の
子
ど
も
達
の
家
な

ど
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
庭
で
踊
る
浜
の
祭

場
で
は
、
午
後
零
時
半
ご
ろ
か
ら
神
楽
に
続

い
て
田
植
踊
を
奉
納
。
そ
の
後
も
村
ま
わ
り

を
し
、
午
後
四
時
ご
ろ
に
請
戸
公
民
館
に
戻

り
直な

お

会ら
い

を
し
解
散
し
ま
す
。
震
災
後
は
社
殿

前
で
の
奉
納
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　田
植
踊
の
踊
り
手
は
、
女
役
の
早
乙
女
7

名
（
田
植
え
）、
男
役
の
才
蔵
7
名
（
苗
運

び
）、
中
打
ち
の
2
名
（
鼓
舞
）、
16
名
の
構

成
に
唄
い
手
と
太
鼓
の
お
囃
子
で
踊
る
。

　民
謡
「
相
馬
流
山
」
で
舞
い
込
み
中
打
ち

を
挟
ん
で
早
乙
女
、
才
蔵
が
向
き
合
っ
た
と

こ
ろ
で
田
植
踊
に
入
り
、
早
乙
女
は
四
ツ
竹

を
打
ち
な
が
ら
踊
り
、
才
蔵
は
扇
子
を
大
き

く
振
り
か
ざ
し
な
が
ら
踊
る
。
中
打
ち
は
、

早
乙
女
と
才
蔵
の
間
で
大
き
く
飛
び
跳
ね
な

が
ら
手
持
ち
太
鼓
を
打
ち
踊
る
。

　田
植
踊
の
あ
と
「
大
漁
節
」「
伊
勢
音
頭
」

演
目
に
つ
い
て

　い
く
つ
も
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
の
10
年

で
し
た
。
今
後
も
踊
り
手
を
集
め
る
苦
労
は

続
く
と
思
い
ま
す
。
請
戸
の
子
ど
も
達
は
ふ

る
さ
と
の
思
い
が
強
い
の
で
、
必
ず
継
い
で

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し
頑
張
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
踊
り
の
好
き
な
人
に
声
を
か

け
「
請
戸
の
田
植
踊
」
を
残
し
、
浪
江
町
民

　平
成
23
年
8
月
、
い
わ
き
市
で
の
復
興
公

演
か
ら
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
田
植
踊
の
復

活
に
は
、
全
国
か
ら
の
ご
支
援
や
浜
通
り
の

文
化
財
を
是
非
残
し
て
ほ
し
い
と
背
中
を
押

し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
今
が
あ
り
ま
す
。

　震
災
の
翌
年
か
ら
安
波
祭
の
日
に
合
わ
せ

て
、
町
民
が
多
く
入
居
し
て
い
る
福
島
市
内
、

二
本
松
市
内
に
あ
る
仮
設
住
宅
へ
の
訪
問
は

6
年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。
県
内
の
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
、
明
治
神
宮
の
明
治
天
皇
百
年
祭
、

昭
憲
皇
太
后
百
年
祭
、
出
雲
大
社
60
年
に
一

度
の
大
遷
宮
、
平
成
28
年
に
は
伊
勢
神
宮
外

宮
に
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　浪
江
町
は
帰
還
困
難
区
域
を
除
い
て
平
成

29
年
3
月
31
日
に
解
除
に
な
り
ま
し
た
。
請

戸
地
区
の
ほ
と
ん
ど
は
災
害
危
険
区
域
に
指

定
さ
れ
住
め
な
い
場
所
に
な
り
ま
し
た
が
、

震
災
か
ら
7
年
目
の
2
月
（
平
成
30
年
）、

ふ
る
さ
と
請
戸
で
舞
う
こ
と
を
叶
え
今
も
続

け
て
い
ま
す
。今

後
の
取
り
組
み

震
災
か
ら
10
年
の
あ
ゆ
み

請う
け

戸ど

の

田た

植う
え

踊お
ど
り

パネリストプロフィール

福島県浪江町生まれ、福島市在住、高
校2年生。小学2年から田植踊りを始め
る。田植踊りは請戸との少ない繋がりの
一つ。田植踊りを続け、多くの人に知って
もらい、継承につなげたい。

舛
ます

倉
くら

美
み

咲
さき

／請戸芸能保存会

佐
さ

々
さ

木
き

繁
しげ

子
こ

／請戸芸能保存会  会長

の
心
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
、
そ
の
一
心
で

継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
、
請
戸
の
田
植
踊
に
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
し
た
多
く
の
団
体
、
個
人
さ
ま
、
す

べ
て
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

の
手
踊
り
が
続
く
。
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石
巻
市
は
、
北
上
川
の
河
口
に
位
置
し
、

宮
城
県
北
東
部
地
域
を
代
表
す
る
風
光
明
媚

な
都
市
で
す
。

　
伊
達
藩
の
統
治
下
に
は
、「
奥
州
最
大
の
米

の
集
積
港
」
と
し
て
、
全
国
的
に
知
ら
れ
た

交
易
都
市
で
し
た
。
明
治
時
代
か
ら
は
、
金

華
山
沖
漁
場
を
背
景
に
漁
業
の
ま
ち
と
し
て

栄
え
、
現
在
も
、
金
華
山
沖
は
世
界
三
大
漁

場
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
か
つ
お
・
い
わ
し
・

さ
ば
な
ど
の
水
産
資
源
の
宝
庫
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
39
年
に
新
産
業
都
市
の
指
定

を
受
け
て
か
ら
は
、
石
巻
工
業
港
が
開
港
す

る
な
ど
、
工
業
都
市
と
し
て
も
発
展
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
４
月
１
日
に
は
石
巻
地
域
１
市

６
町
が
合
併
し
、
新
・
石
巻
市
と
し
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
合
併
し
た
旧

１
市
６
町
の
う
ち
、
海
岸
沿
い
に
位
置
す
る

雄
勝
町
地
区
は
、
三
陸
復
興
国
立
公
園
に
指

石
巻
市
の
歴
史

定
さ
れ
た
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
海
に
囲
ま
れ

た
水
産
業
と
工
芸
品
の
町
で
す
。

　
水
産
業
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
水
揚

げ
量
は
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、
宮
城
県

一
の
水
揚
げ
を
誇
っ
た
「
雄
勝
ホ
タ
テ
」
や

天
然
の
ウ
ニ
は
自
慢
の
一
品
で
す
。

　
６
０
０
年
以
上
の
伝
統
と
技
が
継
承
さ
れ

て
い
る
「
雄
勝
硯
」
は
、
国
の
伝
統
的
工
芸

品
の
指
定
を
受
け
た
工
芸
品
で
す
。
そ
の
原

石
は
、
黒
色
硬
質
粘
板
岩
で
圧
縮
・
曲
げ
に

強
い
と
い
う
特
性
か
ら
建
材
に
も
活
用
さ
れ
、

歴
史
的
な
建
造
物
で
あ
る
東
京
駅
に
は
、
大

正
３
年
に
創
建
さ
れ
た
際
に
雄
勝
産
ス
レ
ー

ト
と
し
て
使
用
さ
れ
、
近
年
復
元
さ
れ
た
際

に
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
オ
ー
プ
ン
の
道
の
駅
「
硯
上

の
里
お
が
つ
」
か
ら
望
む
雄
勝
湾
は
、
空
と

海
の
青
さ
と
山
々
の
緑
、
さ
ら
に
は
防
潮
堤

の
白
が
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
織
り
な
す
風
景
が

感
動
的
で
す
。
雄
勝
半
島
の
東
側
に
は
、
日

本
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
協
会
と
日
本
財
団
に
よ
り

認
定
さ
れ
た
「
恋
す
る
灯
台
　
大
須
埼
灯
台
」

が
あ
り
、
ハ
ー
ト
型
の
大
須
漁
港
が
見
下
ろ

せ
る
魅
力
的
な
場
所
で
す
。

宮 城 県

石巻市 雄お

勝が
つ

宮
城
県
石
巻
市
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①
即
興
演
目
：
大
太
鼓
（
大
須
）

大
太
鼓
と
雄
勝
町
大
須
地
区
の
祭
囃
子
を

織
り
交
ぜ
た
即
興
演
奏
。

②
伊
達
の
黒
船

慶
長
遣
欧
使
節
船
「
サ
ン
·
フ
ァ
ン
·
バ

ウ
テ
ィ
ス
タ
号
」
の
建
造
、
出
帆
、
太
平

洋
を
渡
る
航
海
、
そ
し
て
無
事
に
メ
キ
シ

コ
の
ア
カ
プ
ル
コ
に
到
着
の
軌
跡
を
表
現
。

③
即
興
演
目
：
組
太
鼓
（
味
噌
作
）

組
太
鼓
と
雄
勝
町
味
噌
作
地
区
の
獅
子
囃

子
を
織
り
交
ぜ
た
即
興
演
奏
。

④
図
南
の
響

太
平
洋
、
そ
し
て
大
西
洋
の
先
の
遥
か
図

南
を
目
指
す
支
倉
常
長
一
行
の
慶
長
遣
欧

使
節
団
の
旅
を
表
現
。

　こ
れ
ま
で
通
り
の
演
奏
活
動
、
雄
勝
中
学

校
へ
の
指
導
を
継
続
し
つ
つ
、
こ
こ
数
年
前

よ
り
新
た
に
雄
勝
町
内
の
獅
子
舞
、
祭
囃
子

な
ど
を
記
録
を
撮
り
つ
つ
研
究
し
、
そ
の
地

区
の
団
体
や
有
志
の
活
動
補
助
を
し
て
い
ま

す
。
雄
勝
町
胴
ば
や
し
獅
子
舞
味
噌
作
愛
好

連
と
は
味
噌
作
地
区
の
獅
子
舞
伝
搬
活
動
を

共
同
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
、
雄
勝
町

胴
ば
や
し
獅
子
舞
味
噌
作
愛
好
連
、
伊
達
の

黒
船
太
鼓
保
存
会
、
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
有
志
で
「
お
が
つ
の
芸
祭
〜
鼓
舞
〜
」
と

い
う
芸
能
祭
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う

演
目
に
つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み

伊だ

達て

の

黒く
ろ

船ふ
ね

太だ
い

鼓こ

パネリストプロフィール

宮城県石巻市出身。音楽家。2011年に以
前より交流があった保存会の支援をきっかけに
入会。以後、郷土芸能として今後の未来に
向けてどう在ることができるのか模索している。

四
よつ

倉
くら

由
ゆ

公
き

彦
ひこ

／
雄勝町伊達の黒船太鼓保存会  事務局長

神
かみ

山
やま

正
まさ

行
ゆき

／雄勝町伊達の黒船太鼓保存会 会長

い
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
雄
勝
が
郷
土
芸
能
の

郷
で
あ
る
面
に
光
を
当
て
、
震
災
な
ど
で
雄

勝
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
方
々
が
ま
た

雄
勝
に
来
る
き
っ
か
け
作
り
や
、
支
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
全
国
の
方
々
へ
感
謝
を
伝
え
る

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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